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『天理教学研究』誌の記事

著者名 論文名(ﾀｲﾄﾙ) 号数 掲載頁数
竹村菊太郎 よろづいさいの元の理とその語義 1 12
諸井　慶徳 天理教神学序章 1 4
岸　　義治 天理教的さんげ 1 42
斎藤　辰雄 おぢば・東京交通考おさしづを中心として明治初年より同22年まで 1 75
高野　友治 「おさしづ」読後感 1 67
深谷　忠政 教祖の御帰幽と本席の出直 1-2
岸　　義治 天理教に於ける苦しみの考察 2 31
斎藤　辰雄 ぢばと教会本部設置について 2 2
松岡　国雄 もとはじまりの話 2-3
小田　　真 神の象徴に就いて 3 74
富永　牧太 D.C.ホルトムの「天理教」 3 66
林　　友弘 「おふでさき」にみる時の観念について 3 47
矢持　辰三 天理教の倫理思想 3 2
鈴木　　寿 因縁の考察 4 24
牧野　栄一 おさしづ講義 4 96
矢持　辰三 家族倫理(素材) 4 64
高野　友治 つくし・はこび(座談会) 5 25
高野　友治 前人未踏の世界 5 2
桝井孝四郎 おさづけの理について 5 40
諸井　慶徳 つくし・はこび(座談会) 5 25
松隈　青壷 五重相伝について 5 52
芹澤　　茂 ひながたの倫理 6-7
桝井孝四郎 おさづけの種類とその理 1-2 6-7
矢持　辰三 人間の人格性及道具性について 7 18
金子　圭助 「刻限」考 上・下 7-8
岸　　義治 談じ合いについて 8 33
斎藤　辰雄 教会史の時代区分について 8 2
中島　秀夫 信仰の時 8 15
島村久二夫 実践の構造について 8-11
岸　　義治 天理教に於ける自覚の問題 1-2 9-10
高野　友治 天理教教論史研究 1-2 9-10
矢持　辰三 本席の立場 1-2 9-10
高野　友治 元の理(座談会) 1-4 9-12
中島　秀夫 天理教学講座 1-4 9-12
深谷　忠政 元の理(座談会) 1-4 9-12
諸井　慶徳 元の理(座談会) 1-4 9-12
芹澤　　茂 解釈について 10 13
田邊　教一 「おさしづ」に於ける親の考察 11 91
深谷　忠政 天理教倫理試論 11 20
岸　　義治 おふでさきに現れた知と愛 1-3 11-13
芹澤　　茂 区分より解釈へ 12 14
深谷　忠政 天理教の倫理研究 12 52
金子　圭助 「刻限御話」考 1･2 12-13
金子　圭助 刻限年表稿 1 13 94
高野　友治 天理教祖在世当時の大和の信仰 13 2
金子　圭助 医薬と信仰 14 67
西山　輝夫 人間の子数について(試論) 14 93
平野　知一 ぢばの理 14 2
金子　圭助 たすけ一条の喜びの実践 15 103
金子　　正 救済心の源泉 15 46
岸　　義治 たすけ一条の喜びの伝承 15 76
芹澤　　茂 いんねんと心の入れ替え 15 123
高野　友治 陽気ぐらしの世界 15 61
谷岡　元喜 たすけ一条と教会の使命 15 25
寺田　好和 世界たすけと個人たすけ 15 148
中島　秀夫 たすけ一条の道 15 3
山本　利雄 天理教と医学 15 135
矢持　辰三 天理教の死生観 15 11
澤井　勇一 説教の方法と課題 16 8
芹澤　　茂 反復と展開 16 19
高野　友治 百十五才寿命の人間像 16 69
平野　知一 にほんとからについて 16 83
深谷　忠政 おさしづに基づく天理教の神観 16 3
金子　圭助 おさしづ語彙の若干について 17 90
岸　　義治 「神一条の精神」の理念と教理 17 57
木村　善為 「おふでさき」第一号十九首・二十首の考察 17 17
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著者名 論文名(ﾀｲﾄﾙ) 号数 掲載頁数
澤井　勇一 ひながたの論理 17 108
高野　友治 百十五才寿命の発想の下に 17 3
中村　俊之 身の内守護の教理についての一考察 17 73
松田　武輝 身上伺のおさしづ研究の問題点 17 44
井上　昭夫 天理教における聖俗区分現象について 18 116
伊橋　房和 原典にあらわれた平等観 18 114
金子　圭助 おさしづ群の考察試論 上 18 98
金子　　正 みかぐらうたに於ける方言について 18 81
岸　　義治 「一手一つの和」の理念と教理 18 53
木村　善為 朔字考 18 69
澤井　勇一 おさしづの論理 18 41
高橋　定嗣 天理教布教における Suggestion の活用について 18 129
早坂　正章 十柱神考 18 22
深谷　忠政 天理教原典（〓・〓）より見た心 18 3
大杉　　博 一天理教徒から見たマルキシズム 19 17
岸　　義治 「ひのきしんの態度」の理念と教理 19 31
永関　慶博 人間独立論 19 64
早坂　正章 天理教祭儀式に於ける一問題 19 81
深谷　忠政 天理教原典〓に於ける心について 19 2
高橋　定嗣 数式、図式を用いた教理展開の試み 20 34
西山　輝夫 信仰とフィクション 20 45
深谷　忠政 天理教教理史的境位 20 3
松谷　武一 原典研究の方法についての一考察 20 57
安井　幹夫 一れつ兄弟と互いたすけ 20 8
山本　利雄 ひながたに具示された天理教の死生観 20 82
金子　圭助 奈良県立図書館蔵「天理教関係文書」解題 21 146
橋本　武人 天理教におけるいんねんの教えについて 21 39
早坂　正章 親神称名私考 21 61
深谷　忠政 教祖 21 2
上野　利夫 『萬覚日記』について 22 91
金子　圭助 山田伊八郎文書「古記」について 22 70
笹田　勝之 教祖ひながたの道研究序説 22 20
松本　　滋 教祖の理について 22 2
天理大学宗教
学科研究室編 現代科学と天理教 23 1
飯田　照明 親神様考 1・2 24-25
上野　利夫 『辰年大寶恵』について 24 105
岸　　義治 教会史編纂への提言 24 91
澤井　勇一 この道のはじまり 24 38
澤井　義次 守護の理とその説き分け 24 61
松本　　滋 現今の時代とひながたの道 25 2
飯田　照明 親神様考(二) 25 29
安井　幹夫 おふでさき解釈論への断片 25 56
石崎　正雄 竜と蛇についてのノート〓 25 87
芹澤　　茂 浦島太郎のコスモス 25 148
芹澤　　茂 魂と親心について 26 4
松本　　滋 「おつとめの理」試論 26 15
仁尾　雅信 『おふでさき』の歌学的考察 26 41
飯田　照明 教祖私考 26 50
安井　幹夫 天理教学の前提と条件 26 86

斉藤　和芳 天理教と理科教育の視点 〓・〓・〓
26-27/

29
池田　士郎 創造の論理から救済の倫理へ 26 131
金子　　昭 身障者福祉と天理教倫理 26 161
高見　宇造 「身障者福祉と天理教倫理」への若干の解説 26 183
石崎　正雄 竜と蛇についてのノート〓 26 188
上野　利夫 『午年大寶恵』について 26 132
山本　欣旦 教祖お出張りについて 26 268
吉本　喜作 なりものについて 26 300
松波　幸雄 手振りの舞踊論的研究 26 335
岩田　春雄 宗教意識と行動(4) 26 2
荒川　善廣 「親神」と「ぢば」の理合いについて 27 91-116
岸　　義治 教区活動の理論 27 117
笹田　勝之 「元初りの真実」について 27 3
山口　　渡 「おさしづ」にみる「信」 27 27
中村　孝志 天理教華南伝道をめぐる諸問題 27 141
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著者名 論文名(ﾀｲﾄﾙ) 号数 掲載頁数
石崎　正雄 天理市周辺神仏一覧表 27 197
山本久二夫 天理教の学校経営と子弟教育 28 3
岸　　義治 おさしづの一言と教会史 28 19
幡鎌　一弘 吉田家の大和国の神職支配と天理教 28 29
上野　利夫 『申歳大寶惠』について 28 61
藤島　広彦 各種宗教法人と天理教 28 147
安井　　清 インドネシアの宗教事情と天理教 28 63
岩田　春雄 宗教意識と行動 (6)(7)(8) 28 3
中井　精一 原典「おふでさき」の社会言語学的研究 29 33
笹田　勝之 「むねのハかりたもの」について 29 65
中村　寛見 「貧に落ち切る」について 29 113
松村　一男 「こふき」の基層概念 29 125
幡鎌　一弘 王政復古・神仏分離による宗教改革と天理教 29 143
松本　　滋 いんねんの理について 30 3
金子　圭助 教祖時代の「世直し」論 30 23
澤井　義則 教祖断食私考 30 45
金子　　昭 天理教の女性観によせて 30 65
上野　利夫 『戌歳大寶恵』について 30 87
深谷　忠政 神の心にもたれつく 31 3
澤井　義次 「生きている」ということの意味 31 11
笹田　勝之 「こふき」考 31 27
安井　幹夫 天理教学の立場 31 71
飯田　照明 脳死と臓器移植について考える 31 107
金子　　昭 移植医療と天理教倫理 31 165
幡鎌　一弘 轉輪王講社開設に関するノート 31 193
上野　利夫 『子歳大寶恵』について 31 231
宗教学科研究
室 原典による原典の理解 32 3
澤井　勇一 原典理解の地平 32 21
梅田　正之 おさづけの「おかきさげ」について 32 31
堀内みどり 「道の台」と女性 32 63
上野　利夫 『卯歳大寶恵』について 32 79
宗教学科研究
室 教理の研究と実践 33 3
植田　平一 おさしづの読み方、解釈について 33 17
辻井　正和 大和川と初期伝道 33 45
上野　利夫 『辰歳大寶恵』について 33 91
澤井　義次 親神とその呼称 34 7
伊橋　房和 調和と共生 34 23
荒川　善廣 「元の理」と宇宙論 34 35-52
早坂　正章 国家神道体制下における天理教団 34 53
橋本　武人 「皆な勇ましてこそ」考 34 81
澤井　勇一 「いさむ」ということ 34 99108
中島　秀夫 生死をつらぬく論理・出直し 34 109
澤井　義則 信仰の倫理 34 121
宮田　　元 創造と救済 34 135
笹田　勝之 「みかぐらうた十二下り」考 34 145
植田　平一 おさしづに拝する教会名称の理について 34 165
佐藤　浩司 「こふきを作れ」について 34 193
飯田　照明 最後の教えと歴史観 34 207
塩谷　　悟 布教と教会 34 249
安井　幹夫 「人をたすける心」考 34 261
宗教学科研究
室 二代真柱様と教学研究 35 5
飯田　照明 二代真柱様と海外布教伝道 35 13
井上　昭夫 二代真柱様とスポーツ伝道 35 35
松本　　滋 清水の理について 35 61
笹田　勝之 「おつとめ」考 35 75
宮田　　元 天理教の人間観についての一考察 35 89
澤井　義次 病いとその根元的な意味 35 97
岡田　正彦 「たすけ」に関する一考察 35 111
永尾　教昭 「元の理」私見 35 127
伊橋　幸江 「難儀さそう不自由さそうというをやは無い」考 35 141
大仁田実彦 日水風の教理について 35 161
山口　　渡 教学研究におけるＰＣ利用 35 177
飯田　照明 家族について 36 5
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著者名 論文名(ﾀｲﾄﾙ) 号数 掲載頁数
澤井　義次 親子について 36 17
堀内みどり 夫婦 36 31
辻井　正和 おさしづにみる「きょうだい」の視座 36 45
伊橋　幸江 「神の理、親の理忘れる事なら道とは言わん」について 36 67
中島　秀夫 教祖の道すがらにみる象徴性 36 79
荒川　善廣 「月日のやしろ」と教祖の魂 36 97*109
安井　幹夫 人をたすける心考（二） 36 111
平野　知三 心の自由について 36 129
上野　美香 「親神」とその翻訳 36 147
矢持　辰三 合図立て合い 37 3
早坂　正章 「十柱の神」考 37 19
木岡　　昭 「おふでさき」における「しやん」の一考察 37 57
松田健三郎 心について 37 67
早田　一郎 天理教伝道史における地理的諸問題 37 103
平野　知三 親神の二つ一つの働き 38 3
上田　禮子 道あけとしての「をびや許し」 38 23
松田健三郎 「二つ一つ」、その教義学的意義について 38 37
中山　玉美 「おふでさき」語彙の一考察 38 61
早田　一郎 天理教の遠隔地布教 38 81
宗教学科研究
室 原典刊行および教義書の編纂 39 3
諸井　慶一郎 てぶり解釈試案 39 19
松田健三郎 「人たすけたらわがみたすかる」、その教義学的意義について 39 45
山口　　渡 「おかきさげ」の点滴 39 91
澤井　勇一 今までに教えたるは 39 113
山中　修吾 信条教育とその意義 40 43-58
澤井　義次 教会と信仰ー宗教教育の視点からー 40 13-26
宮田　　元 現代社会と宗教教育ー「天理教とキリスト教の対話Ⅱ」を踏まえてー 40 3-11
堀内みどり 家庭教育と信仰 40 27-41
上田　禮子 ひのきしんの原義の背景ーみかぐらうたの構造から探るー 40 59-81
澤井　勇一 夜の暗がりは通れるなれどー「八つのほこり」の説き分けー 40 83-102
松谷　武一 元の理と世界たすけ 40 103-142
澤井　勇一 天理教信仰の基底 41 3月22日
梅田　正之 「みかぐらうた」の解釈について―特に、七下り目二ツのお歌をめぐって 41 23-53

伊橋　幸江
「おかきさげ」における「誠一つ」の意味理解―増井りん「心の勤め」に
よって― 41 55-73

松山　常教
「尽し運び」についての考察―おさしづにおける「受け取る」を中心とし
て― 41 75-88

中島　秀夫 神観をめぐって 41 101-113


